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１．当四半期決算に関する定性的情報

(１)連結経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀による経済政策・金融緩和政策を背景に

景気は緩やかな回復基調で推移しましたが、一方で中国をはじめとする新興国の景気減速などにより、

先行きが不透明な状況となりました。

当行が営業基盤とする愛媛県内の経済情勢におきましては、個人消費や企業の生産活動は、緩やかに

持ち直しの動きが続きました。

このような状況にあって当行グループは、「創業100年、“殻を破る”未来への挑戦」をテーマに、

第15次中期経営計画初年度のスタートをきりました。

積極的な貸出に伴う残高増加や、有価証券の効率的な運用により資金運用収益が増加したことから、

経常収益は331億83百万円と、前年同四半期比5億96百万円増加しました。一方で消費者ローン等に注力

したことにより役務費用が増加しましたが、経常利益は同比34百万円増加して80億44百万円となり、

親会社株主に帰属する四半期純利益は同比2億25百万円増加して51億87百万円となりました。

今後も引き続き当行の目指すべき姿である、「最初に相談される銀行」という愛媛銀行ブランドの

確立を目指してまいります。

(２)連結財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末におきましては、総資産 2 兆 2,931 億円(前連結会計年度末比 1,539 億

円減少)、純資産 1,069 億円(同比 26 億円増加)となりました。

預金等残高(譲渡性預金含む)は2兆1,148億円と前連結会計年度末から1,416億円減少しましたが、

個人預金は前連結会計年度末から 156 億円増加し、1兆 2,653 億円となりました。貸出金残高は、1兆

4,704 億円と前連結会計年度末比 203 億円増加しました。

(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間までの業績は、当初計画どおり順調に推移しており、平成 27 年 5 月 11 日

に公表しました業績見通しに変更はございません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

(１)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

(２)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

(３) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下、「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。以

下、「連結会計基準」という。）、及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 25

年９月 13 日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配

が継続している場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上するととも

に、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１

四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原

価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる

方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分へ

の表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前

連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58-2 項（4）、連結会計基準第 44-5 項（4）

及び事業分離等会計基準第 57-4 項（4）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期

間の期首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

(１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

資産の部

現金預け金 358,415 232,512

コールローン及び買入手形 5,000 －

買入金銭債権 62,878 61,485

商品有価証券 168 166

有価証券 523,407 481,087

貸出金 1,450,148 1,470,471

外国為替 11,774 7,895

リース債権及びリース投資資産 6,643 6,922

その他資産 8,027 12,113

有形固定資産 30,683 31,616

無形固定資産 703 687

繰延税金資産 673 570

支払承諾見返 6,742 5,639

貸倒引当金 △ 18,144 △ 18,046

資産の部合計 2,447,121 2,293,122

負債の部

預金 1,860,848 1,862,294

譲渡性預金 395,663 252,573

債券貸借取引受入担保金 20,034 15,027

借用金 24,666 25,412

外国為替 1 16

社債 7,000 －

新株予約権付社債 7,943 7,928

その他負債 12,960 10,572

役員賞与引当金 58 －

退職給付に係る負債 1,162 1,145

役員退職慰労引当金 385 439

利息返還損失引当金 42 41

睡眠預金払戻損失引当金 158 158

繰延税金負債 684 462

再評価に係る繰延税金負債 4,430 4,409

支払承諾 6,742 5,639

負債の部合計 2,342,780 2,186,123

純資産の部

資本金 19,107 19,114

資本剰余金 13,241 13,249

利益剰余金 49,676 53,486

自己株式 △ 232 △ 235

株主資本合計 81,793 85,614

その他有価証券評価差額金 14,425 13,123

土地再評価差額金 7,614 7,572

退職給付に係る調整累計額 △ 267 △ 157

その他の包括利益累計額合計 21,772 20,539

非支配株主持分 774 844

純資産の部合計 104,340 106,998

負債及び純資産の部合計 2,447,121 2,293,122

当第3四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)
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(２)四半期連結損益及び包括利益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

経常収益 32,587 33,183

資金運用収益 24,672 25,062

（うち貸出金利息） 19,718 19,535

（うち有価証券利息配当金） 3,036 3,445

役務取引等収益 3,318 3,323

その他業務収益 3,642 3,115

その他経常収益 953 1,682

経常費用 24,576 25,139

資金調達費用 2,095 2,062

（うち預金利息） 1,487 1,552

役務取引等費用 2,793 3,348

その他業務費用 38 123

営業経費 17,776 17,858

その他経常費用 1,872 1,746

経常利益 8,010 8,044

特別利益 2 15

固定資産処分益 2 15

特別損失 31 75

固定資産処分損 30 13

減損損失 0 62

税金等調整前四半期純利益 7,982 7,983

法人税、住民税及び事業税 2,868 2,341

法人税等調整額 100 400

法人税等合計 2,969 2,741

四半期純利益 5,012 5,242

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,962 5,187

非支配株主に帰属する四半期純利益 49 54

その他の包括利益 4,571 △ 1,173

その他有価証券評価差額金 4,560 △ 1,284

繰延ヘッジ損益 △ 5 －

退職給付に係る調整額 16 110

四半期包括利益 9,583 4,068

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 9,519 3,996

非支配株主に係る四半期包括利益 64 71

前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

至 平成27年12月31日）
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(３)四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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４．参考情報

(1)損益の状況(単体)

（単位:百万円）

平成28年３月期

通 期

第３四半期(A) 第３四半期(B) (A)－(B) 累計期間(予想)

22,797 23,452 △ 655

22,704 22,279 425

△ 626 △ 72 △ 554

719 1,246 △ 527

△ 139 132 △ 271

15,177 15,081 96

8,816 8,428 388

5,388 5,734 △ 346

7,619 8,371 △ 752

6,760 7,257 △ 497

△ 166 △ 585 419

7,786 8,956 △ 1,170

858 1,113 △ 255

△ 257 △ 1,429 1,172

1,005 1,784 △ 779

13 474 △ 461

1,359 1,306 53

142 4 138

509 1 508

677 446 231

70 △ 91 161

7,528 7,527 1 9,100

△ 60 △ 28 △ 32

7,468 7,498 △ 30

4,893 4,680 213 5,400

30,440 29,703 737

838 1,199 △ 361

(注) 記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

信用コスト (a)＋(b)

税引前四半期純利益

うち物件費

貸倒引当償却費用 (b)

実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

個別貸倒引当金繰入額

貸出金償却

うち国債等債券損益

臨時損益

経常収益

四半期純利益

株式関係損益

経常利益

特別損益

償却債権取立益

その他の債権売却損

その他臨時損益

増減額

（除く国債等債券損益）

コア業務純益（除く国債等債券損益）

一般貸倒引当金繰入額 (a)

業務純益

業務粗利益

その他業務利益

資金利益

役務取引等利益

経費（除く臨時処理分）

うち人件費

平成28年３月期 平成27年３月期

当第３四半期までの損益状況につきましては、当初の計画どおり順調に推移いたしました。

コア業務純益は６７億６０百万円を計上、四半期純利益につきましては４８億９３百万円（前年同期比

２億１３百万円増加）となりました。
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(2) 預金・貸出金の残高 (単体)

① 預金・貸出金の残高

(単位:億円) (単位:億円)

(注) 預金等 = 預金 + 譲渡性預金

② 個人・法人別預金残高

(単位:億円) (単位:億円)

(注) 譲渡性預金及び特別国際金融取引勘定を除いております。

③ 個人ローン残高

(単位:億円) (単位:億円)

住宅ローン残高

その他ローン残高

(3) 預り資産残高 (単体)

(単位:億円) (単位:億円)

(注) 保険は個人年金保険及び一時払終身保険であり、販売累計額を記載しております。

(4) 有価証券の評価差額 (連結)

○ 評価差額
(単位:億円) (単位:億円)

時価 時価

うち益 うち損 うち益 うち損

その他有価証券 4,817 186 207 21 5,132 205 210 5

株式 352 160 163 2 305 149 149 0

債券 2,418 26 32 5 2,946 37 38 0

その他 2,046 △ 1 12 13 1,880 18 22 4
(注)１．

２． なお、満期保有目的の債券、子会社・関連会社株式に係る含み損益は以下のとおりであります。

(単位:億円) (単位:億円)

帳簿 帳簿

価額 うち益 うち損 価額 うち益 うち損

52 △ 0 0 0 57 △ 0 0 0

－ － － － － － － －

483

平成26年12月末

179

558

744

5,860

18,371

平成26年12月末

4,059

3,575

平成26年12月末

20,026

14,214

平成26年12月末

12,511

法人

12,497

5,996 6,136

4,182

18,650

個人ローン残高

合計

544 508

平成27年3月末

1,608

18,634

3,830

170133

3,673

平成27年12月末

4,375

平成27年12月末 平成27年3月末

平成27年3月末

平成27年3月末

評価差額

569

平成27年12月末

国債

1,516

777

1,482

平成27年3月末

22,590

個人 12,653

預金等 (末残)

平成27年12月末

21,176

14,51714,723貸出金 (末残)

平成27年3月末平成27年12月末

子会社･関連会社株式

投資信託 588

保険 887

平成27年12月末

評価差額

合計

株式等については当四半期末月（当期末月）１カ月の市場価格等の平均に基づいて算定された額により、また、そ
れ以外については当四半期末日（当期末日）における市場価格等に基づく時価により、それぞれ計上したものであ
ります。

含み損益

満期保有目的の債券

含み損益
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(5)「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」(単体)

(単位：億円)

平成27年12月末 平成27年3月末 平成26年12月末

35 42 53

309 337 347

112 123 135

456 502 536

3.06% 3.42% 3.73%

(注)

(6)自己資本比率 (国内基準)

【単体】 (単位:億円)

平成27年12月末 平成27年3月末 平成26年12月末

①自己資本比率(②/③) 9.06% 9.67% 9.64%

②単体における自己資本の額 1,144 1,177 1,177

③リスク・アセットの額 12,631 12,167 12,208

④単体所要自己資本額 505 486 488

【連結】 (単位:億円)

平成27年12月末 平成27年3月末 平成26年12月末

①自己資本比率(②/③) 9.32% 9.91% 9.90%

②連結における自己資本の額 1,193 1,223 1,226

③リスク・アセットの額 12,800 12,336 12,379

④連結所要自己資本額 512 493 495

※標準的手法を採用しております。

単位未満は四捨五入しております。

破産更生債権及びこれらに準ずる
債権

危険債権

要管理債権

合計

開示債権比率
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